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静岡県は､モンゴ.ル教育･･文化･科学･ス

ポーツ省の協九を得て､モンゴル全土から高校生を選抜し､数学オリンピック金メダリスーなどの優秀な生徒8名を招聴しました｡同省とは､/��ﾃ)7Dｾ8ﾈｾｚ+教育･文化･科�Zｩnﾌ９のﾂ�ﾌｘｭﾆ季侍ｦ��繧�/xﾈｼごy�ﾉォとし栗��疾しましたｪX

県９��侍+本県の｢健康｣'｢医療｣分野に関する最新
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第72回
莱)　｣､西部｢フォトンバレー(光･電子技術関連産業)｣の3つの産業集積プロジェクトを推進しています｡これらのプの概要

大学や研究機
閑の訪問は､来日2日目の国立‘éEŠÕŠ˜Šâ„保健看護学部の学生と交流をしました｡日本に来たばかりで少し緊張気味だった高校生も､日本の大学生との交流により､.#分和らいだ様子でしたdそして､全国初の地球環境史の博物盛｢ふじのくに地球環境史ミ,エージアム｣を訪れY静岡の自然､環境､生物等について学びへ持続可能な社会を実現するためにはどうしたらよいか考えました｡学部を訪問しました｡静岡大学では､おいしい野菜を安定生産するための研究施設で､実物を見たり､触れたりしながら効果的な栽培方法などについて学びましたo東海大学では'食品の安全についての講義を受けた後'魚肉加工を体験しました｡高校生たちは､モンゴルでは珍しい魚肉の加工に見入っていました｡
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